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学部 聴講生制度について 
立命館大学では、社会人、市民のみなさんの学問的・実学的興味関心にこたえるものとして、聴講生制

度（聴講生として授業を履修する制度）を設けています。聴講を志望される方は、以下の諸点にご留意の

うえ、所定の手続きを行ってください。 

本学の聴講制度は、聴講した授業科目の単位授与は行いません。単位修得を志望される方は、科目等履

修生制度を設けていますので「科目等履修生出願手続要項」をご覧ください。 

Ⅰ．聴講生制度の概要  

1．聴講科目 

⑴ 聴講科目 

本学で開講している科目の中から、興味関心に応じて科目を聴講できます。ただし、外国語、演習、

研究入門、講読、実験、実習等定員の定められている科目等は聴講できません。 

聴講できる科目については、事前に聴講しようとする学部事務室（OIC は学びステーション）に照

会してください。 

⑵ シラバス（講義概要）および時間割 

聴講生が聴講できる科目のみのシラバスおよび時間割はありませんので、時間割が確定する 3 月中旬

以降に聴講を志望する学部事務室（OIC は学びステーション）にて、開講予定科目を確認してください。シ

ラバスは、立命館大学のホームページで2024年3月５日（火）午前10時から確認できます。 

〔立命館大学シラバス〕 

「立命館大学ホームページ→在学生の方→シラバス→学外向け」 
 

2．聴講できる単位数 

当該年度に聴講できる単位数は、18 単位（複数学部にまたがって聴講する場合も含む）が上限です。 
 

3．授業時間 

ホームページをご確認ください。 
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Ⅱ．出願手続  
1．出願資格 

聴講生の受講資格は、聴講に必要な学力があると学部長が認めた者とします。 

※他の大学、短大ならびに大学院に在籍しながら（通信教育を含む）聴講を志望する方は、所属する大

学（短大・大学院）の許可書を提出してください（様式自由）。 

※日本国籍を有しない方は、日本国内に居住し、聴講の期間に相当する日本国における有効な在留資格 

（短期滞在を除く）を有していることが必要です。 

・外国人学生が在籍している教育機関を卒業した場合には、「留学」の在留資格に該当しないことと

なり、在留期間が残っている場合でも、卒業前の所属教育機関で取得された在留資格（留学）は失

効となります。 

・本学は聴講生に対し、在留資格「留学」の新規取得および在留資格の変更や更新に関する手続きは

一切行いません。 

・本学での聴講の期間中（期間を終えるまでの間）、他大学等に所属し、在留資格が「留学」をお持

ちの方については、聴講時間数の要件がありますので、詳しくは各学部・研究科事務室まで確認し

てください。 

 

2．出願受付方法 

WEB出願（https://www.ritsumei.ac.jp/academics/auditing/） 
 

3．出願受付期間 

春学期   2024年3月25日（月）9：00～27日（水）17：00 

秋学期   2024年9月 5日（木）9：00～  9日（月）17：00 

 

4．出願に必要なもの 

以下の項目は、出願時にWEBで入力いただきます。 

・出願者情報、聴講を希望する科目 

・「個人情報の取り扱いに関する同意」は、WEB出願時に同意いただきます。 

 

事前に準備いただくもの 

・出願者写真（最近３ヶ月以内に撮影したカラー写真） WEB出願時にデータ添付 

・在留カードまたは特別永住者証明書のコピー【日本国籍を有しない方のみ提出してください。】 

・所属している大学（短大、大学院）の許可証【他の大学、短大ならびに大学院に在籍しながら（通信教育を

含む）聴講を希望する方のみ提出してください（様式自由）。】 

 

5．出願上の注意 
⑴ 聴講を申請する科目が複数の学部にまたがる場合は、当該の学部事務室（OIC は学びステーショ

ン） と相談のうえ、出願してください。 

⑵ いったん聴講を許可された科目の取消はできません。ただし、春学期の出願時に許可された秋学期

科目については、取消を認めることがあります。 

 

 

Ⅲ．選考および判定結果の通知  
1．選考方法 

書類選考に加え、面接を行う場合があります。 
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2．判定結果の通知 

春学期の判定結果の通知判定日 3月29日（金） 

※判定後「許可通知」または「不許可通知」を送付します。 

※春学期の授業開始日は、4月5日（金）です。 

秋学期の判定結果の通知判定日 9月12日（木） 

※判定後「許可通知」または「不許可通知」を送付します。 

※秋学期の授業開始日は、9 月26日（木）です。 

 

 

Ⅳ．登録手続  
下記の納入手続締切日までに登録料・聴講料を全額納入してください。期日までに手続が完了しない場合

は、許可を取り消します。 
 

1．登録料および聴講料 

【登録料】 

全学部・研究科 5,000 円 

※複数の学部・研究科に許可された場合、許可された学部・研究科ごとに登録料を納入する必要はあ

りません。 

 

【聴講料】（1 単位につき） 

法・経済・経営・産業社会・国際関係・政策科学・文・スポーツ健康科学・総合心理の

各学部の科目ならびに映像・理工・情報理工・生命科学の専門科目以外の科目 

13,300 円 

映像・理工・情報理工・生命科学の各学部の専門科目（※） 19,700 円 

※映像学部・理工学部・情報理工学部・生命科学部の専門科目には、映像学部の専門基礎科目、理工

学部の基礎専門科目および各学科の専門科目、生命科学部の専門基礎科目、共通専門科目ならびに

情報理工学部の基礎専門科目（専門基礎科目）、共通専門科目、固有専門科目（学科専門科目）を

含みます。 

 

2．納入手続締切日 

春学期に許可を受けた場合の納入手続締切日   4月12日（金） 

秋学期に許可を受けた場合の納入手続締切日   9月26日（木） 
 

3．登録料・聴講料の納入に関わる留意事項 

登録料・聴講料の納入にあたっては、分割納入はできませんので、あらかじめ所定の金額をご用意いた

だき、許可通知に同封している振込用紙を使って納入してください。一度納入された登録料・聴講料は返

還しません。ただし、秋学期科目の取消を行う場合については、聴講料を返還します（所定の期間内に必

要な手続きを完了した場合に限ります）。 

受講登録者数過小による閉講など、本学の都合により受講することができなくなった場合はその科目の

聴講料の返還を行います。また、本学都合で受講不可となり受講する科目が0件となった場合は、登録料

も返還いたします。 
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Ⅴ．秋学期科目の登録追加および取消  
すでに春学期の時点で聴講生の許可を受けている方で、秋学期科目の登録追加および取消を行う場合

は、下記の期間内にWEBにて手続きを行ってください。秋学期科目の追加は、春学期に聴講した科目（春学

期に聴講し不合格になった科目も含む）と合わせて 18 単位を超えない範囲で手続きしてください。 
 

1．秋学期科目を追加する場合 

春学期出願時の登録単位数より単位数が増加しますので、聴講料の納入が必要です。 
 

2．秋学期科目の取消の場合 

春学期出願時の登録単位数より単位数が減少しますので、納入された聴講料を返還します。 
 

3．秋学期科目の追加と取消の両方を行う場合 

秋学期科目の追加と取消の両方を行い、春学期出願時の登録単位数より単位数が増加する場合は聴講料

の納入が必要となり、春学期出願時の登録単位数より単位数が減少する場合は納入された聴講料を返還し

ます。 

また、秋学期科目の追加と取消により登録単位数に変更がない場合でも、1 単位あたりの聴講料によっ

て、聴講料の追加納入または返還が生じる場合があります。 

 

例：春学期登録時に、法学部の科目を春学期 2 単位、秋学期 2 単位登録していた者が、法学部の秋学期

2 単位を取り消し、映像学部の専門科目 2 単位を新たに追加登録する場合 

13,300 円× 4 単位＝ 53,200 円 → 13,300 円× 2 単位＋ 19,700 円× 2 単位＝ 66,000 円 

この場合、12,800 円の追加納入が必要となります。 
 

4．手続き 

⑴ 秋学期科目の追加および取消の申請期間 

9月5日（木）9 ：00～9月9日（月） 17：00 

⑵ 秋学期の判定結果の通知 

9月12日（木） 

⑶ 追加で履修料の納入が必要な場合の納入手続締切 

9月26日（木） 

⑷  聴講料の返還について 

申請内容が認められ、聴講料の返還が生じる場合は、後日、本学財務経理課より「過納学費返金案

内」を送付します。 

※申請期間内に提出がなかった場合は、聴講料の返還はできません。 

※秋学期科目を取り消すことにより、秋学期登録科目が無くなる場合は、聴講生証を返還してくださ

い。 
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Ⅵ．目的に応じた聴講など  
京（みやこ）カレッジへの提供科目を受講する場合 

本本学の科目のうち、一部の科目については大学コンソーシアム京都が開設している「京（みやこ）カレ

ッジ」制度にも提供しています。京カレッジの科目を受講する場合、出願期間や手続き方法等は、本学の

科目等履修生とは異なります。詳細は大学コンソーシアム京都HP（http://www.consortium.or.jp/）を確

認してください。選考は行いますが、登録料は必要ありません。履修が許可された場合は、本学への科目

等履修料の納入が必要です。 

※京（みやこ）カレッジとは 

大学コンソーシアム京都が、社会人を対象とする生涯学習事業として、京都市と連携しながら高度な学習機会を提供し

ている制度です。通常の「大学講義」に加えて、「市民教養講座」「キャリアアップ講座」「京都力養成コース」など

多様な生涯学習のニーズに対応しています。 

【大学コンソーシアム京都／京カレッジ担当】 

住所：〒 600-8216 京都市下京区西洞院塩小路下ル  キャンパスプラザ京都内 

電話：075-353-9140 
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Ⅶ．聴講をはじめるにあたって  
1．聴講生証の交付 

選考の結果、許可となり指定期間内に所定の手続き（登録料・聴講料の納入を含む）が完了した者を本

学の聴講生とし、「聴講生証」を交付します。 

 

2．試験および単位修得 
聴講生は、許可された授業科目について試験を受験することができますが、当該聴講科目について単位

の授与を受けることはできませんので、「成績証明書」は発行しません。 

 

3．RAINBOW ユーザー ID 通知書の交付 
情報教室やマルチメディアルームでパソコンを利用するためのユーザーID とパスワードを交付します。

申請の必要はありません。なお、前年度通年あるいは秋学期より引き続き聴講生として許可された場合は、ユ

ーザー ID とパスワードは同じものをそのまま継続して使用できます（新規交付は行いません）。 

 

4．休講や補講などの授業情報 
休講や補講などの授業情報は、manaba+R のコースニュースで確認してください。manaba+R にログ

インするには、立命館大学ホームページの「在学生の方」ページからアクセスしていただき、RAINBOW 

ユーザー ID とパスワードを入力してください。 

 

5．学内施設の利用 
聴講生は、本学図書館、メディアライブラリーおよびメディアセンター、情報教室およびマルチメディ

アルームの利用ができます。 

 

6．証明書の交付 

聴講生は必要により「聴講生証明書」の交付を受けることができますが、通学定期券の購入等のための 

「通学証明書」および「学校学生生徒旅客運賃割引証（学割証）」の交付を受けることはできません。 
 

7．諸規則の遵守 
聴講生は、本学の諸規則を守らなければなりません。聴講生が本学の諸規則に反する行為または聴講生

として相応しくない行為を行った場合は、聴講生の身分を剥奪し、授業科目の聴講を中止します。 

 

8．その他の留意事項 
⑴ 聴講生は、単年度ごとの在籍となりますので、次年度も志望する場合はあらためて出願しなければ

なりません。年度ごとに登録料・聴講料が必要となります。 

 

⑵ 本学では自動車通学を禁止しています。また、バイク・自転車通学をする場合は、登録手続きが必

要ですので、各キャンパスの以下のところでお問い合わせください。 

① 朱雀キャンパス 中川会館1階 キャンパス管理室 

② 衣笠キャンパス 至徳館1階 キャンパスインフォメーション 

③ びわこ・くさつキャンパス コアステーション1階 キャンパス管理室 

④ 大阪いばらきキャンパス A棟1階 キャンパスインフォメーション 

 

⑶ 聴講生には、本学の課外活動への参加を認めていません。 
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 Ⅷ．聴講をはじめるにあたって                           
政策科学部では、PLC（政策科学科目）区分の、以下の3分野の科目を対象とします。主な科目を例示しています

ので履修の参考としてください。なお、科目によっては開講されない場合があります。履修にあたっては、OIC学び

ステーションにご確認ください。 

分野 分野の概要 主な科目 

公共政策系 

 

行政機関の活動は、住民や企業など広範囲に

影響を及ぼすため、政策の立案・実施にはバ

ランス感覚と広い視野が必要です。公共政策

系では、公共政策が実現されるプロセスを理

解するとともに、政治学や法律学などさまざ

まな側面から実際の政策事例まで学びます。 

グローバル・ガバナンス、情報社会論、国際機構論、 

行政法Ⅰ・Ⅱ、比較文化論、政策評価、日本政治史、 

国際公共政策、現代政治理論、政治意識論、行政学Ⅰ・Ⅱ、 

地域政策論、国際政治経済論、等 

環境開発系 

 

大量生産・大量廃棄の経済システム、地域格

差など、さまざまな要因が絡む環境開発問

題。公害など地域の問題から、貧困と紛争な

ど地球レベルの課題まで、社会科学と自然科

学の両面からアプローチを行い、持続可能な

社会の実現に取り組みます。 

資源エネルギー論、システム科学、住宅政策論、 

都市・環境法、都市計画、環境経済学、エコライフ政策、 

国際環境政策、都市景観論、環境経営論、環境社会学、 

戦略的環境アセスメント、都市マネジメント論、等 

社会 

マネジメント系 

 

経済政策の理論や経営戦略、高齢化社会にお

ける福祉課題やジェンダー問題など、多様な

領域をカバーするカリキュラムを設定。ビジ

ネスの最前線、NPO や行政機関など、政策の

現場でリーダーとなる人材を育てます。 

企業組織論、地方財政論、非営利組織論、都市経済論、 

比較福祉社会論、経済政策、公共経済学、戦略経営論、 

戦略分析、財務分析、社会保障政策、地域経済論、 

消費者行動論、金融論、コミュニティ福祉論、 

組織ネットワーク論、パブリック・マネジメント論、 

福祉経済論、開発経済論、等 

なお、英語基準のCRPS専攻科目は受講することができません。 

 


